
【取組内容】 単元の中で、個別最適な学びと協働的な学びが生まれる場面を設計する

須坂市立東中学校（長野県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

導入 追究（求） 終末

⑤追究（求）する
・教科書、資料集を理解する
・動画を視聴する
・追究シートに情報をまとめる
・知識・技能を確認する
⑥教師のチェックを受ける
⑦特設の課題やパフォーマンス課
題に取り組む
⑧学習を振り返る

単元（題材）の中で個別最適な学びが生まれやすい場面と協働的な学びが生まれ
やすい場面を整理し、各教科で基本となる学習の流れを確認した。

①問いをもつ
②予想を立てる
③学習内容を知る
④追究（求）計画を立てる
・時間
・方法
・順番
・情報活用
・学習環境

⑨問いに対する自分の考
えをまとめる

個別最適な学びを実現させるための学習展開



【取組内容】 単元の中で、個別最適な学びと協働的な学びが生まれる場面を設計する

須坂市立東中学校（長野県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

導入 追究（求） 終末

④他者参照しながら追究（求）する
⑤友や外部と情報共有をしながら追
究（求）する
⑥外部の専門家などから情報を得る

①問いを共有する
②予想を共有する
③学習内容を共有する

⑦友のまとめや成果物を
共有する

協働的な学びを実現させるための学習展開

指導案（構想カード）の中に、この単元で特に意識をした個別最適な学びと協働的な
学びの一体化を実現するための手立てについて記入をする項目を設けた。



【取組内容】 情報活用能力を意識した各教科共通の指導案と振り返りシートなど

須坂市立東中学校（長野県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

指導案 導入場面

指導案（授業構想カード）を情報活用能力ベー
スとし、どの場面でどの情報活用のプロセスが
必要となってくるかを明らかにしている。

単元の導入場面で、生徒に本単
元における学習のプロセスを提
示することで、単元を通して常
に情報活用を意識しながら学習
できるようにしている。



【取組内容】 情報活用能力を意識した各教科共通の指導案と振り返りシートなど

須坂市立東中学校（長野県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

振り返りシート

毎時間の振り返りの場面で、本時
に分かったことだけでなく、どの
ように学習を進めたのか（情報活
用）を記入する欄を設けている。
生徒は、「課題の設定」「情報の
収集」「整理・分析」「まとめ・
表現」の中から、特に活用したも
のを選択し、どのように活用がで
きたかを記述する。



【取組内容】 公開授業の運営をクラウドで行う

須坂市立東中学校（長野県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

令和６年度は、計１２回、２２
クラスの授業公開を行っている。
参会者の掌握の負担を軽減する
ために、申し込み、受付、アン
ケートをすべてformsで行った。

公開授業の一覧をスプレッドシートで作成し、指
導案のＵＲＬを貼り付けるだけでなく、生徒の振
り返りシートや追究シートなどの資料も参会者が
閲覧できるようにしたり、これまでの研究の経緯
についても閲覧できるようにしたりした。これに
より、無理なく授業公開運営の準備が進められた。

公開授業の受付など



【取組内容】 公開授業の運営をクラウドで行う

須坂市立東中学校（長野県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

授業研究会 講演会

授業研究会では、デジタルホワイトボードを活用し、
校内職員と参会者が授業の感想などを記入した。ま
た、公開授業用のchatを開設し、講演会での講師の
先生のお話を打ち込んだ入り、授業の様子を打ち込
んだりしている。どちらもこれまでの軌跡を辿る
ポートフォリオとしての役割も果たしている。



【GIGA×情活能力】 情報活用能力を意識した単元づくり

須坂市立東中学校（長野県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×情活能力】

様式Ⅱ-A1

＜考察＞
情報活用能力の体系表例（文部科学省より）
ステップ４、B
「問題の解決に向け、条件を踏まえて情報活用の計画
を立て最適化し、解決に向けた計画を複数立案し、評
価・改善しながら実行する」の育成に重点を置いた単元
づくりを行った。
①課題の設定
単元の導入場面において、教師の提示した導入資料
をもとに、気づきや疑問をformsやChatで回収。テキス
トマイニングし単元の学習問題を設定。それに対する予
想をformsに入力。入力内容から個別の学習問題を
設定。生徒は単元末までの学習の時間、内容、方法を
選択できるシートに計画を当てる。これにより、教師が与
えた課題を解決していくのではなく、生徒から生まれる
課題（問い）をこれまで以上に意識した学習が展開
できるようになった。また、自分に合った学習の進め方
を選択できるようにすることで自己調整しながら学習に
取り組めるようになった。
②情報の収集
追究（求）場面において、教科書や資料集だけでな
く、動画資料、インターネットなども用いて、問いの解決に
つながる情報を収集。様々な手段を生徒自身が選択を
しながら、情報収集できる。動画資料やインターネットで
の検索先は、情報の正しさの観点から、NHK for
schoolやデジタル教科書、教師の手作り動画、官公庁
のサイトなどを基本とすることで、正確で必要な情報を自
分の力で必要な時に収集できるようになった。

①課題の設定

②情報の収集



【GIGA×情活能力】 情報活用能力を意識した単元づくり

須坂市立東中学校（長野県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×情活能力】

様式Ⅱ-A1

＜考察＞
③整理・分析
教師が用意した難易度の異なる追究
（求）シートを、生徒が自分の力に合わ
せて選択する。シート上に収集した情報
を比較、関連させるなど、教科の見方・
考え方を働かせながら構造化したり、シー
トに書き出していく。さらにシートから明ら
かになったことを、振り返りシートに分かっ
たこととして記入していく。GIGA環境下
で整理・分析をすることで、構造化する
際に用いる線や矢印、枠などの図形を
容易に用いることができるだけでなく、追
究に必要な個人によって異なる数値な
どを関数を用いてデータ処理することも
可能となった。
④まとめ・表現
パフォーマンス課題や単元の学習問題
に関する個人の考えをシートに記述したり、
出来上がった作品を撮影しクラウド上に
提出したりする。その後、記述した内容や
作品を活用し、自分の追究（求）した
ことと比較しながら、友と意見交換を行う。
まとめや作品がクラウド上にあることで、
友との意見交換の際には、自分の端末
から相手の学習成果を見ることができる
ようになり、新たな気付きを即座に自分
の考えに反映できるようになった。

③整理・分析

④まとめ・表現



【GIGA×指導の工夫・改善】 個別支援の在り方

須坂市立東中学校（長野県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】

様式Ⅱ-B1

＜考察＞
①個別の支援シート作成
ICTを活用した学びの複線化
が進むほど、教師が追究中の
生徒の実態をつかむことが難し
くなっていくと感じている。そこで、
全教科で個別の支援シートを
作成し、教師が支援の必要な
生徒を重点的に支援できる環
境をつくるようにした。
②追究途中の生徒への支援
追究途中のシートや振り返り
シートなどがクラウド上で管理さ
れていることで、教師は授業中、
授業外で生徒の追究の様子を
閲覧することができる。これによ
り、生徒にコメントを送ったり、
次の授業の支援計画を立てた
りすることが容易となった。
③知識・技能の定着を把握
生徒に学習を委ねることで、
一斉で知識・技能の理解を確
認することが難しくなってきてい
る。そこで、生徒自身のタイミン
グで知識・技能の理解を確認
できるよう、CBTテストを作成し
た。テストは合格できるまで何
度も挑戦できるようになっている。

全教科で個別支援を充実させるための支援シートを作成。個別での学習に取り
組む姿勢、協働的な学びに取り組む姿勢、個別支援を必要とするかを教科担任
が５段階に分けた。これにより、教師が指導に当たる際に、どの生徒から支援
をすれば良いか、協働を促す際に誰から声掛けをすればよいのかを判断するこ
とができるようになった。また、教科によって生徒の実態も異なってくる。各
教科の支援シートを比較することで生徒の様子を把握する役割も担うことが分
かってきた。

特に
配慮
した
い点

①個別の支援シート作成



【GIGA×指導の工夫・改善】 個別支援の在り方

須坂市立東中学校（長野県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】

様式Ⅱ-B1

②追究途中の生徒への支援 ③知識・技能の定着を把握

生徒がクラ
ウド上に提
出した追究
シートに教
師が直接コ
メントを入
力していく。

個人のタイミングで確認テストに挑戦。
何度も挑戦できる。



【GIGA×〇・〇〇】 教科横断的な学びの実現（美術科 × 国語科）

須坂市立東中学校（長野県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×教科】

様式Ⅱ-C1

＜考察＞
教科の相互間の関連を図り、系統的、発展的
な学習を実現する目的で、美術科、国語科の教
科横断的な授業を実施した。
２学年、美術科の鑑賞の単元と国語科の評
論文『君は「最後の晩餐を知っているか』、解説
文『「最後の晩餐」の新しさ』との間で共通する
「絵画」を切り口として、単元の学習問題を「絵
画を読むとはどういうことだろうか。」とし、追究を
行った。
国語では、言葉による見方・考え方を働かせな
がら、文章の構成や表現効果などについての力を
身に付ける一方で、美術では、造形的な見方・
考え方を働かせながら、複数の造形的視点を獲
得していく。それらの力を統合させて、葛飾北斎
「神奈川沖浪裏」とルノワール「舟遊びをする人々
の昼食」のうち一つを選択し、作品の魅力につい
て、造形的視点で分析し、効果的な表現方法
を用いて文章で説明していく授業を展開した。
学習のまとめとして、A生は「ただ絵画を鑑賞す
るだけでなく、作品が作られた時代背景や、その
作品に用いられている造形的な視点（遠近法、
構図・構成、動き、色彩、光）などに注目して作
品を鑑賞することだと思う。また、そこから作品に
描かれている人物の様子や心情を読み取り、作
者が表現しようとした作品の本質をつかむことだと
思う。」と、国語、美術の学びを生かしながら問い
の解決に向かおうとする姿が見られた。

単元の構造

単元の構造と追究シート、資料との関連



【GIGA×〇・〇〇】 教科横断的な学びの実現（美術科 × 国語科）

須坂市立東中学校（長野県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×教科】

様式Ⅱ-C2

学びに向かう生徒の姿

美術の学びを生かした整理・分析 国語の学びを生かしたまとめ


